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◆地図表記
・日本学生オリエンテーリング選手権大会（以下インカレ）実施規則のとおり、ＩＯＦの「国際オリエンテーリング地図規定」に従う。ただし、「国際オリエンテーリング地図規定」に記載されていなく、インカレで用いる地図表記については大会コントローラの同意を得て、その凡例をモデルイベントの地図に掲載される。
· テレインの概要
・クラシック
テレインは、比較的なだらかな尾根と浸食された急斜面の沢からなっている。植生は全体的に針葉樹林が広範囲を占めており、走行可能度はおおむねよい。テレイン内には道や小道、小径が比較的多く見られるが、民家や畑はほぼ周辺部に限定されている。
・リレー
テレインは，急峻な尾根沢の斜面，平らな台地状の地形，水系に侵食された微地形と変化に富み，体力，スピード，そして技術を選手に要求する。全般的に針葉樹からなる森林は概ね走行可能である。一部のクラスでは水系を渡る個所がいくつかあり，注意が必要である。民家，耕作地等の立ち入り禁止区域は全体の２割程度である。
· 概略のコース距離と登距離


コース距離
登距離

クラシック
ＭＥ
11000m
450m
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7000m
200m

リレー
ＭＥ
7000m
250m


ＷＥ
5000m
160m

　　　　　　　　　※ コース距離・登距離ともに変更の可能性がある。
　　　　　　　　　※ リレーは一走者あたりの数字である。
◆コース設定者
クラシック：志村聡子（1995年早稲田大学卒）
リレー　　：山本英勝（1994年東京大学卒）
· インカレ実施規則の不適用条項と変更内容
　インカレ実施規則 1.4に基づき、理事会で承認された事項である。
（１）実施規則の不適用条項
・クラシック・リレーともに、コントロールカードとして、ノルウェーEMIT社のe-cardシステム(Electronic Punching System)を使用するため、実施規則22.1を不適用とし、e-cardの配布をクラシックにおいてはスタートの待機所、リレーにおいては受付にて大会当日朝に行うこととする。
これは、モデルイベントおよびクラシックにおいて使用したe-cardを翌日の競技に使用するためである。
【参考：実施規則 22.1】
コントロールカードは、クラシック、リレーとも競技前日の代表者ミーティングが始まるまでに参加各校の代表者に配布される。
・クラシック・リレーともに、実施規則22.6 を不適用とし、e-cardの加工は認めない。
【参考：実施規則 22.6】
コントロールカードは加工してもよい（例：書き込んだり、補強したり、ケースに入れるなど）。但し、コントロールカードの一部を切り落としてはならない。
（２）実施規則の不適用ではないが、留意すべき事項について
本インカレにおいて、e-cardシステムの使用に伴い、実施規則を以下のように解釈することとする。
・「パンチ」という用語は、電子パンチシステムの「コントロールユニット」を指す。
・「コントロールカード」という用語は、電子パンチシステムの「e-card」を指す。
・「記印」とは、電子的なパンチングも含まれる。
・実施規則24.3では、「パンチ記印のついたあらゆるものをゴール役員に手渡す。」とあるが、バックアップラベルを紛失しても、e-cardの電子的記録により完走が認められる場合は失格としない。
【参考：実施規則　24.3 】
計時線を通過した競技者は、コントロールカードと、パンチ記印のついたあらゆるもの（例：コントロールカードケースなど）をゴール役員に手渡す。リレーでは、地図とコントロール位置説明表も手渡す。
· 競技に関するその他の留意事項
１．今市市・日光市の気象概況
インカレ当日は、非常に寒さが厳しいと予想される。各自で充分な防寒対策をすること。参考のために以下に過去５年間の今市市、日光市、宇都宮市の天候を掲載する。


今市
（今市市瀬川1334

標高414ｍ）



日光
（日光市中宮祠2478-12

　標高1292ｍ）



宇都宮
（宇都宮市明保野町1-4

　標高119ｍ）

日時

気温

日照時間
降水量
気温

日照時間
降水量
天気概況



最高(℃）
最低(℃）
（ｈ）
（mm）
最高(℃）
最低(℃）
（ｈ）
（mm）
（日中）

1995年
3月10日
3.3 
-1.8 
0.0 
26.0 
0.8 
-3.4 
0.0
28.0
曇時々雨一時みぞれ

(平成7年）
3月11日
10.0 
-1.0 
2.9 
6.0 
1.0 
-5.2 
5.4
6.5
曇一時雨後晴


3月12日
6.3 
-2.3 
3.7 
8.0 
0.3 
-6.3 
2.8
9.0
晴後曇

1996年
3月10日
6.2 
-2.0 
4.5 
0.0 
-0.9 
-7.6 
7.8
0.0
晴一時曇

(平成8年）
3月11日
7.1 
-1.3 
4.0 
0.0 
1.7 
-8.7 
4.6
0.0
曇後一時晴


3月12日
4.6 
-3.0 
7.1 
0.0 
-3.6 
-9.5 
7.7
1.0
晴一時雪

1997年
3月10日
9.7 
-3.1 
8.6 
0.0 
4.8 
-7.3 
8.5
0.0
晴後薄曇

(平成9年）
3月11日
14.7 
-1.9 
10.9 
0.0 
6.5 
-4.0 
11.0
0.0
快晴


3月12日
10.5 
-2.9 
10.8 
0.0 
2.7 
-5.9 
11.0
0.0
快晴

1998年
3月10日
8.7 
-2.1 
9.2 
0.0 
2.1 
-7.1 
9.4
0.0
晴一時薄曇

(平成10年）
3月11日
8.1 
-4.6 
9.9 
0.0 
3.2 
-8.2 
10.0
0.0
晴後一時曇


3月12日
9.2 
4.3 
0.0 
23.0 
4.5 
0.1 
0.0
24.0
雨

1999年
3月10日
6.9 
-0.5 
3.0 
0.0 
2.4 
-4.1 
3.0
0.0
曇

(平成11年）
3月11日
4.3 
-0.4 
0.0 
0.0 
0.7 
-7.4 
0.0
0.0
曇


3月12日
5.1 
-3.4 
8.5 
0.0 
-0.5 
-8.4 
9.1
0.0
薄曇一時晴

最低気温、最高気温、日照時間、降水量は今市市・日光市の観測データである。
天気概況は宇都宮市の観測データである。
なお、クラシック、リレーのテレインは標高から判断すると、今市市と日光市の観測所の中間程度の気温と予想される。
２．推奨トレーニングテレインについて
当実行委員会では以下のテレインをトレーニングに推奨する。
 1.「毘沙門山Ⅱ」の中央の中央主要道より東側の地域
 2.「行川Ⅱ」
 3.「日光所野」
この３つのテレインはいずれも狩猟地域にあたる。11月15日から２月15日までは猟期であるため、この期間に推奨トレーニングテレインに入る場合は、目立つ服装・帽子を着用したり、鈴を付けるなどして各自で充分注意をすること。
なお、今市市・日光市、および実行委員会ではこのことについて、ハンターに特に注意を呼びかける等の対策はとらない。
また、２月15日以降に猿狩りを行う可能性がある。猿狩りの有無、日程などの詳細は未定のため、２月15日以降に推奨トレーニングテレインに入る場合は、事前に必ず下記まで連絡すること。推奨トレーニングテレインへ入る日と猿狩りの日程が重なった場合は、入山を認めない場合がある。参考としては平成11年２月から３月にかけて猿狩りを実施した。連絡先：野田健史（競技責任者）
　　　　044-740-2321/knoda@lab.keihin.nkk.co.jp

◆その他
· 当実行委員会では、公式ホームページを開設し、情報発信を行っている。要項等のほかさまざまな情報を掲載していく予定である。
http://www.orienteering.com/~nikko/

・要項４（大会プログラム）の配布について
実施規則 5.1， 5.2に従い、大会３週間前までに要項４（大会プログラム）を各地区学連及び日本学連事務局へ送付する。また、大会参加者に対しては２月２０日に開催される早稲田大学ＯＣ大会の大会会場で、加盟校・準加盟校を単位として参加人数分の配布を行う予定である。配布への御協力をお願いする。なお、早稲田大学ＯＣ大会で受取ることができなかった加盟校・準加盟校には後日郵送する。
【参考：実施規則　第５条 】
5.1 主管者は、インカレに関する必要な情報を、要項としてすべての地区学連及び日本学連事務局へ送付する。
5.2 要項の発行時期は以下の通りとする。
（中略）
要項４（３週間前）
気象、スタート時刻、コース距離、登距離、特殊な位置説明、代表者ミーティングに関する情報、集合場所、宿泊と輸送に関する情報、裁定委員の氏名
（要項３ 終わり）
